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GIO を確認して共有すること．その GIO は私たち
にとっては，至誠一貫を体現できる学生の育成への
協働である．いかがでしょうか．こんなふうなもの
が，私たちが昭和大学，ここに存在して，一緒に目
指すべき GIO なんではなかろうか，というふうに
思うんです（スライド 10）．
　2006 年から昭和大学はチーム医療教育を目標と
しました．そして，2015 年からは，さらに包括地
域ケアを含む構築をしていこうというプログラムを
作りました．私の 12 年はこのような内容に関わら
せていただきました．学部連携は横の糸だ．私は最
初に来た時に，この横の糸をしっかり作るっていう
ことが絶対必要だよね，っていう話から始めさせて
いただきました．
　今一度，縦の糸である学部教育の充実が，昨年来
の教育改革の中で始まってきた．2016 年の医学部
の改革案等々から始まっている内容は，もう少し学
部としてのしっかりした縦の糸，横の糸と縦の糸が
きっちり繋がることが大事なんだということを，今
一度思わせてくれるわけであります．
　最初は，縦の糸だったものを，横が大事だって
スライド 10
IPE（専門職連携教育）を目指して
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言った．横が大事だって言って，一所懸命やった
ら，10 年経ったら，今度は縦なんだって言われた
と．私たちはどっちへ行けばいいんですか．皆さん
がご疑問になるところだろうと思いますけれども，
今日，私が着けさせていただいているこのネクタイ
は，私の故郷は丹後の宮津という所でありますが，
縮緬です．縮緬の産地です．富士吉田は甲斐絹，あ
れも絹糸の産地でありました．みんな，縦の糸と横
の糸を組み合わせてこそ，しっかりしたものができ
ます．これは，その丹後の海の淡い深い青を表した
丹後ブルーというカラーであります．
　こんなふうなものが作られて行くためには，是非
とも，縦の糸横の糸がうまく絡むことが必要だ．こ
んなふうな教育課程の形ができているんだ，こう
やっていこうという形はできています．そうすると
われわれは，真心を入れ続ければいい医療人は育
つ，まさに至誠一貫とはこういったことなのかなと
いうふうに感じるわけであります．
　石頭の私を受け入れてくださいました，昭和大学
の旧教養部，富士吉田の教養部の先生方．ほんとに
石頭だったと思いますし，今みたいな，全然違う横
の糸を作るんだって．堀川浩之先生が時々言いま
す．私がまだ富士吉田に来る前ゴルフの時に，こん
な怖いヤツが来たらどうしようと思ったって．今は
それの一番の理解者でいてくれるわけです．そう
いった僕を受け入れてくれた方々に感謝をし，ま
た，頭の無い私に大きな，大きな，たくさんの知恵
を授けてくださいました先生方，そして諸先輩に，
ほんとに感謝申し上げます．
　また，一緒に，昭和大学には初年次教育があれば
こそと，全国にこの昭和大学の寮生活を，名を轟か
せるまでにがんばってこられましたお歴々のいらっ
しゃる富士吉田教育部の先生方に，心より感謝申し
上げて，私のお話を終わらせていただきます．ほん
とにありがとうございました．
○司会　田中一正先生，どうもありがとうございま
した．これまで先生が全力を傾けて来られました，
昭和大学ならではの教育の基盤を富士吉田に作って
いく，その努力がどれほど大変なものであったかと
いうことを改めて自覚させられると共に，それは先
生の臨床医としてのご経験の中から，患者さんとの
触れ合いの中で得られたものが，実は基盤になって
いるということも，しっかり受け取らせていただけ
たと思います．
　今後は，われわれが一丸となって，これをさらに
豊かなものに育てていくのが，田中先生のご努力に
報いる最大の努力であろうかなというふうに受け取
らせていただきました．あらためて，どうもありが
とうございました．
　それでは，時間も押しておりますので，会として
は一応これでいったん閉じさせていただくというこ
とにしたいと思います．
　最後にもう一度久光先生から最後の閉会のお言葉
を頂戴したいと思います．よろしくお願いいたします．
○久光　田中先生，どうもありがとうございまし
た．長い昭和大学での教員生活でしたが，またこれ
から，ふるさと会ということで，ご活躍いただける
と思います．昭和大学の最大の特徴は，1年生で寮
生活をするということでありまして，これはもう，
全国津々浦々，名が知れているわけですが．その大
きな変化をどんどん，どんどん進めてきていただい
た，その原動力となって大活躍していただきまし
た．ありがとうございます．
　横の連携から縦の連携，もう 1回見直すというこ
とで，まさにその通りでありまして．学部横断の実
習がずっと続いているんですが，それだけだと，今
度は学部の実習が疎かになるぞ，みたいなことも出
てまいりました．もう 1回学部の，各学部の学習に
ついて，もう 1 回考え直そうと，そういう事態に
なってきました．それにしても，横の糸がしっかり
できてきたということであろうと思いますので，こ
れに加えて，縦の糸がさらに太くなれば，丈夫な生
地ができる．ああいう昭和大学ができるというふう
になろうかと思います．
　先生には，これからもふるさと会で，もっとでっ
かいものにしていただくということになろうと思い
ます．これからもご活躍いただきたいと思います．
どうもありがとうございました．
○司会　久光先生，どうもありがとうございまし
た．それでは，これをもちまして，田中一正先生ご
退任の記念講演，散会とさせていただきたいと思い
ます．お忙しい中ご参集くださいまして，どうもあ
りがとうございました．
